
新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。ようこそ上智大学へ。またご家族、保証人の皆様にもお

慶びを申し上げます。皆様が、今日、ソフィア・ファミリーに加わってくださいましたこと、心より歓迎

いたします。 

 上智大学はカトリック・イエズス会を設立母体とする大学です。イエズス会を創立したのはイグナチ

オ・デ・ロヨラとフランシスコ・ザビエルを含む 7 名の同志たちです。この同志たちが最初に出会ったの

は当時優秀な大学の一つであったパリ大学で、寄宿（きしゅく）生活を送りながら学んでいたときです。

パリ大学で学び始めた頃、ザビエルは学業よりもスポーツを楽しみ、野心的な夢を持っていて、それに力

を入れる傾向がありました。彼の人生の転機は、同じスペイン人であったイグナチオ・デ・ロヨラとの出

会いでした。 

 スペインのバスク地方出身の騎士だったイグナチオは大きな宗教的体験の後、38 歳の成熟（せいじゅ

く）した学生として、パリ大学で勉強を始めていました。彼はザビエルと同じ学生宿舎（しゅくしゃ）に

割り当てられました。最初、フランシスコはイグナチオに心惹（ひ）かれていませんでしたが、年上のイ

グナチオはザビエルを辛抱（しんぼう）強く励まし、支援し続けたので、ついに彼の野心と自己中心的世

界の仮面（かめん）を打ち破りました。イグナチオは、聖書の以下の言葉をもって彼に質問を投げかけま

した。 

「人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得があろうか。自分の命を買い戻

すのに、どんな代価を支払えようか。」（マルコ 8:36-37）と。 

最初は多少無視していましたが、この言葉に影響を受けて、自分の成功ばかり考えていたザビエルが

「自分のためではなく、他者の為に生きる人間」に変わったと言われています。やがてヨーロッパを旅立

って来日されたザビエルは、パリ大学のような大学を日本の都に作り、高等教育において日本の人々が自

分への挑戦を続けるように望みました。そのザビエルの夢の結実がこの上智大学です。 

創立 111 年を迎える上智大学のファミリーの一員となる皆さんには、自分の選んだ学問をしっかり

と学んでいただきたい。ただ、いくらその分野のスペシャリストになっても、人間性がなければなんの得

があるでしょうか？ 

「他者のために他者とともに」という教育精神をもって上智大学は教育研究活動を行っています。上

智大学の教育精神はイグナチオ・デ・ロヨラの思いをもとにしています。ただ、現代においてこの教育精

神を正しく理解する必要があります。上智が対象とする「他者」とは社会的な意味の他者のことです。つ

まり、高等教育を受けてさらに力をつけた人として卒業する皆さが、世界において人間としての尊厳が奪

われている、人権が侵害されている、虐げられている人々を特に他者として意識することです。よりよい

世界を作るに担い手になることです。だからこそ、上智大学は学生の豊かな人間性を育むために、専門性

のみならず、人間性、応用力が豊かになる教育プログラムを提供しているのです。それに加えて、言語を

中心としたコミュニケーション力、応用力（教養）をつちかうことで、真の叡智の構築に迫ることができ

ます。 

大学で学ぶことは、自分自身のことはもちろんですが、キャリアアップのためだけではありません。

もっと、高い志を持ちましょう。社会のより良い未来へのビジョンに貢献することができます。高等教育

を受けることで、社会にプラスの影響を与える知識とスキルを身につけることができます。研究、イノベ

ーション、社会的取り組みなど、教育を通じて、他者、特に社会的他者ともいわれる、虐げられている人々

の生活を改善するような変化を生み出すことができます。 

どうぞ、まずは教職員との関わりを通して、教育精神、建学の理念、人間学の学び、授業を通して、

それぞれの学部学科の専門性や多彩なチャンスをとおして実り多く豊かな大学生活を送ってください。

上智大学にはすばらしい環境が整えられています。どうぞ意識して自分を作り上げていってください。 



グローバル社会の混乱の中で、リーダーが判断を誤ることで多くの市民が犠牲にさらされ、戦争や紛争、

社会的差別が今も続いています。改めて聞きます、「全世界を手に入れても自分の命を失ったらなんの得

があろうか」。ただ、あなたが幸せなら、あなたの人生はすばらしい；しかし、あなたのおかげで他の人々

が幸せになるなら、もっとすばらしい、といわれます。世界は今もよいリーダーを求めています。よりよ

い世界の建設の担い手になるように高等教育を受けようとする皆さんにイグナチオとザビエルが大切に

していたひとつのキーワードあるいは精神を紹介したい。Magis というラテン語の言葉です。マジスとは、

英語で better(ベター)、日本語で「より良い」という意味を持ちます。つまり私たちはより良いものを目

指し、学び、行動することを意味します。これから上智大学の環境で学ぶ皆さん、個人として、共同体と

して、マジスの精神をもってより良い人間、より良い社会を目指しましょう。 

皆さんの人生と学びに神さまの祝福と導き、真の智慧が与えられますように祈念して入学の祝辞とさ

せていただきます。 

改めてご入学おめでとうございます。 
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